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鹿児島県立短期大学 人文 41号（2017)  
まで
の
月を
みし
か
な
」 『
赤染衛門
集』 三、
四
番歌 
文 
『を
りあし
き御ゆ
するのほど
こ
そ、
見
苦し
か
め
れ。
さうざ
うし
く
て
やながめ
ノこ と聞
こ、不
たま（ば、
『げ
に、
おはし
まさぬ
隙ひ
ま
に
こ
そ例は
す
ませ、
あ
やし
う 
日ご
ろ、
もの
う
がら
せた
まひ
て。 
今日
過ぎば、
この
月は
日もなし。
九、
十
月は
いか
でかは、
とて
仕
ら
せた
まふを
』 
と、
大
輔い
とほし
がる 令
源
氏物語
』 東屋
〉 
注
十三「
中関
白
殿の、
蔵人
の少将
と聞えし
ころ、
はらから
のもとに
お
はし
て、 
内
の
御物己やに
」』も
るな
り。
月の入らぬ
さ
きに 
とて出
で給
ひにし
のち
も、
月ののど
かにあ
りし
？かば、 
つとめ
てた
て
まつ
れ
りし
にかは
りて 
入りぬ
とて
人の
いそぎし
月影は 
出で
ての
のち
も久し
くぞ
見し 
おなじ
人、
たのめ
ておは
せ
ずな
りにし
つ 
とめ
て
奉れる やすらは
でね
な
まし
物を
小夜
更け
て か
た
ぶ
く 
(‘「〇
一七
年七
月一八日
受理
） 
（九
） 
